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（Evidence for Cardiovascular Prevention from Observa-




い 40〜89 歳，計 67,309 人を，中壮年者（40〜64 歳），前
期高齢者（65〜74 歳），後期高齢者（75〜89 歳）の 3つ
の年齢階級に分けて検討した．血圧カテゴリは日本高血
圧学会「高血圧治療ガイドライン 2009（JSH2009）」に準
／ ／じて，至適（＜120 80 mmHg），正常・非至適（120〜129
／80〜84 mmHg），正常高値（130〜139 85〜89 mmHg），
／Ⅰ度高血圧（140〜159 90〜99 mmHg），Ⅱ度高血圧
／（160〜179 100〜109 mmHg），Ⅲ度高血圧（≧180 また







































Blood pressure categories and long-term risk of cardiovascular disease according to age group in
Japanese men and women.






























































































































ベースライン時に脳卒中・冠動脈疾患を有さない 40〜89 歳日本人男女 67,309 人を平均 10.2 年
追跡．ハザード比および PAF（人口寄与危険割合）は至適血圧（＜120 80 mmHg）を基準とし
て以下の項目で調整した：性・年齢・コホート・BMI・総コレステロール・喫煙・飲酒．図の箱ひげ
は，■の中心がハザード比，ひげの上下端が 95％信頼区間を示す．■の面積はCVD死亡数に
比例している．PAF値は「対象者すべてが至適血圧だったと仮定した場合，予防できたであろ
うCVD死亡者の割合」を意味する．
基準群
1.87（1.14〜3.05)1.17（0.67〜2.04)基準群後期高齢者
（75〜89 歳)
前期高齢者
（65〜74 歳)
正常高値正常・非至適至適血圧カテゴリ
2.08（1.43〜3.05)1.75（1.19〜2.60)基準群中壮年者
（40〜64 歳)
表 1．ベースライン調査から 3年以内の死亡者を除いた場合のCVD死亡調整ハザード比
Ⅱ度高血圧
8.39（5.50〜12.8)
3.28（2.13〜5.04)
2.14（1.23〜3.72)
Ⅲ度高血圧
1.19（0.81〜1.76)
（ ）内は 95％信頼区間．調整変数は性・年齢・コホート・BMI・総コレステロール・喫煙・飲酒．
1.62（1.10〜2.38)
2.91（2.03〜4.16)
2.01（1.42〜2.85)
1.91（1.19〜3.07)
Ⅰ度高血圧
5.21（3.55〜7.64)
2.26（1.55〜3.29)
1.83（1.12〜3.01)
